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第１４期 第２回 鳥取市校区審議会の審議概要について

１ 日時   平成３０年１２月７日（金）１５時００分 ～１７時００分

２ 会場   鳥取市役所 本庁舎 ４階 第２会議室

３ 出席者  本名会長、南部副会長、長谷川委員、吉澤委員、上田委員

川口委員、山田委員、福山委員、牛尾委員、森本委員、民家委員

事務局：中村次長、石上主査兼指導主事、大坪主任

４ 報告事項

（１）第１回校区審議会審議概要について    

（２）校区審議に関連する活動報告について

（３）気高地域の検討状況について

５ 議事

（１）校区審議のスケジュールについて

  前回、校区審議の進め方の議論の中であった、任期終了を見通してスケジュール感を持っ

て進めていくべきという意見を受けて、第１３期の申し送り事項をもとに、審議スケジュー

ルについて検討しました。平成３２年１０月の任期を見通して、中長期的な小中学校の適正

配置、千代川以西エリア、気高中学校エリア、河原中学校エリア、中心市街地エリア、小規

模小学校（東郷小、明治小、佐治小）について、審議を進めていくことを確認しました。

（２）千代川以西エリアの学校のあり方について

  第１３期の申し送り事項の中に、「小中学生の保護者、未就学児の保護者をはじめ、地域の

意向を把握することが重要である」とあり、地域や保護者からの意見の収集方法について、

千代水地区自治会によるアンケート結果も踏まえ、審議しました。

【主な意見】

  ・千代水自治会加入率は 48％程度であることから、全戸にアンケートを実施すべきである。

  ・アンケートは、設問の文言によって、受け取り方が変わるくらいセンシティブなものな

ので、他の自治体の事例なども参考にしたい。

  ・答申を出すのであれば、校区審議会として、それなりの意向を聞く、聞けるアンケート

のようなものは必要だと思う。

  ・アンケートの目的を明確にすべきであり、数年先なのか中長期的な学校のあり方につい

てなのか意識していきたい。場合によっては、アンケートはなじまない。

  ・子どものことを考えると、現在の保護者、これから子どもを学校に通わせる保護者の意

見をいかに吸い上げるか考えていかないといけない。

  ・自治会アンケートの結果を見ると、八千代橋を渡って通学することに対して、私たちが

考えるほど危険だとは思っていないのではないかと感じた。
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【会長総括】

他の自治体で校区再編の関係でアンケートを実施した例があれば、どのような内容のアン

ケートであったか紹介していただきたい。もし、アンケートをするのであれば、どのように

行うべきか議論していきたい。

   （３）本市の中長期的な校区のあり方について

中長期的な校区のあり方を考える中で、まずは、具体的に何年後を見通して考えるかとい

うことが重要になってくるため、この点について確認を行いました。４０年後ではかなり長

期となり見通しが難しいこと、１０年後ではこれまでの鳥取市の学校づくりの経過を振り返

ってみても、教育委員会の方針決定を受けて準備に５～６年程度かかっており短いことから、

概ね２０年先を見通して審議を行っていくこととしました。 
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No 場所 会議名 内容等

1 H30.12.10 (月) 19:00 ～ 20:00 美穂地区公民館
江山地区義務教育学校
設立準備委員会進捗報
告会

義務教育学校の説明、準備委員会
の検討状況報告

2 H30.12.12 (水) 19:00 ～ 20:00 大和地区公民館
江山地区義務教育学校
設立準備委員会進捗報
告会

義務教育学校の説明、準備委員会
の検討状況報告

3 H30.12.13 (木) 19:00 ～ 20:00 神戸地区公民館
江山地区義務教育学校
設立準備委員会進捗報
告会

義務教育学校の説明、準備委員会
の検討状況報告

4 H30.12.17 (月) 19:00 ～ 20:00 神戸小学校
江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第４回すごい
学校創造部会）

ブロック制、３校の交流、小中一
貫教育ビジョンについて

5 H30.12.17 (月) 19:00 ～ 20:20
江山人権福祉セ
ンター

江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第４回教育環
境整備部会）

校名募集要項、校名選定方法につ
いて

6 H30.12.18 (火) 19:00 ～ 20:30 大和地区公民館
江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第４回江山の
宝応援部会）

広報紙の内容、通学方法、制服に
ついて

7 H30.12.21 (金) 14:00 ～ 15:00 遷喬地区公民館
自治会長、PTA会長等への
説明

中間まとめ、１３期校区審議会申
し送り事項の説明

8 H31.1.16 (水) 19:00 ～ 20:30 美和小学校
第５回江山地区義務教
育学校設立準備委員会

ブロック制、校名募集要項等、校
名案の選定方法、広報紙の発行に
ついて

9 H31.1.25 (金) 10:00 ～ 12:00
三重県津市立み
さとの丘学園

江山地区義務教育学校
設立準備委員会視察

授業参観、施設見学、取組説明、
質疑

10 H31.1.31 (木) 19:00 ～ 20:30 気高町総合支所
浜村地区の教育のあり
方を考える会

小学校の適正規模・適正配置につ
いての説明

11 H31.2.4 (月) 15:30 ～ 16:40 美和小学校
江山地区小中教職員合
同研修会

講演「小中一貫教育の意義と新し
い学校づくりに期待すること」

12 H31.2.6 (水) 13:00 ～ 15:00
京都府亀岡市立
亀岡川東学園

江山地区義務教育学校
設立準備委員会視察

授業参観、施設見学、取組説明、
質疑

13 H31.2.6 (水) 19:00 ～ 20:30 神戸小学校
江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第５回すごい
学校創造部会）

小中一貫教育ビジョンについて

14 H31.2.12 (火) 19:00 ～ 20:30 大和地区公民館
江山地区義務教育学校設立
準備委員会（第５回江山の
宝応援部会）

広報紙の内容、通学方法、制服、
学校応援団組織について

15 H31.2.13 (水) 19:00 ～ 20:30 気高町総合支所
気高地域の子どもの未来を
応援する連絡協議会

設置要綱、役員選出、今後の進め
方について

16 H31.3.12 (火) 19:00 ～
江山人権福祉セ
ンター

【予定】江山地区義務教育
学校設立準備委員会（第５
回教育環境整備部会）

校名案の選定、校名案の最終選考
の方法について

17 H31.3.18 (月) 19:00 ～ 美和小学校
【予定】第６回江山地区義
務教育学校設立準備委員会

小中一貫教育ビジョン、校名案の
選定、制服検討組織について

校区審議に関連する活動報告

月　　日 実施時間
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質問内容 答弁要旨

会
派
新
生

吉
野

恭
介
議
員

校区審議会の答申

は、原則教育委員会に

対してなされるもので

あるが、検討段階にお

いては、まちづくり等

の視点が絡んでくるた

め、市長部局との連携

が重要になってくる。

校区審議会は任期中に

答申を出されると思う

が、教育長の校区再編

に向かう考えや意気込

みを伺う。

校区審議会には、本市のまちづくりの観点から、現在において課

題解決が急がれる学校区のあり方はもとより、将来を担う子どもた

ちや地域にとって、ふさわしい学校配置及び中長期的な観点から、

校区はどうあるべきかご審議いただいている。

 校区審議会の検討段階においては、市長部局との連携を深めなが

ら本市のまちづくりの考え方など、審議に必要な情報提供等を適切

に行うよう引き続き努めてまいりたいと考えている。

 また、教育委員会としては、現在直面している課題に対応するこ

とと併せ、中長期的な視点をもった全市的な校区再編を検討する必

要もあると考える。具体的には、２０年後を見据え、将来を担う子

どもにとって望ましい教育環境はもとより、適正配置の観点からも

本市の校区のあり方についてしっかりと検討を行ってまいりたい

と思う。

会
派
新
生

吉
野

恭
介
議
員

校区再編や学級増設

の目安となる児童生徒

数について、昨年 10 月

の第13期中間まとめで

は、H35 年度の城北小

学校の児童数は 759 名

で26学級必要と予測さ

れていたが、今年第 14
期での予測値を見ると

713 名、25 学級となっ

ている。減少の理由を

伺う。

児童生徒数の予測値は、住民基本台帳に基づき、現在それぞれの

校区に居住している年齢別の児童数から算出している。

また、学級数については、現在の基準である「鳥取県公立小・中・

義務教育・特別支援学校少人数学級編成基準」により算出している。

ご指摘のあった城北小学校の児童数予測の減少については、算出

した期日が、平成２９年５月１日時点と平成３０年５月１日時点と

異なっており、この１年の間に、該当年齢の児童がいるご家庭が、

転居等をされたたためではないかと推察される。

学級数については、新１年生の予測児童数が１２５名から１１６

名となり、５学級から４学級に減少したことによるもの。

会
派
新
生

吉
野

恭
介
議
員

教育委員会として、

地域の実情やこれまで

の経緯を踏まえ、地域

の意識形成や意見集約

を行う方法について

様々な角度から検討さ

れていると推測する

が、早期解決に向けど

の様なステップを踏ん

で合意形成を図ろうと

されているのか教育長

に伺う。

地域の将来を担う子どもたちのために、学校はどうあるべきかを

考えていくためには、現在の学校のあり方にどのような課題がある

かを十分認識し、その課題解決のための方法を、保護者や地域住民

がしっかりと議論していただくことが必要だと考えている。

 したがって、まずはどのような課題があるのかを、該当地域に出

かけて丁寧に説明し、学校のあり方を考える検討組織の立ち上げを

進めていくこととしている。

 検討組織においては、課題解決の方法を議論していただいたり、

住民アンケートや学校視察を行っていただいたりして、よりよい学

校のあり方についての合意形成を図っていくことになる。

12/19 
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会
派
新
生

吉
野

恭
介
議
員

城北小学校の児童数

増と学級数不足は喫緊

の課題と考えるが、今

後増となった場合の対

応をどのように考えて

いるのか伺う。

城北小学校の児童数増加にともなう教室不足の課題については、

在校児童の教育環境を十分に踏まえ、適切に対応すべきものと考え

る。

議員ご指摘のとおり、城北小学校の児童数の予測値は平成３２年

度に１学級増える見込みである。これについては、学校と調整を図

りながら教室確保に向けた協議を進めてまいりたいと考えている。

児童生徒数の動向を注視しながら、場合によっては、仮設校舎等

により適切に対応したいと思う。
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1 ◎ ◎ ◎高木　雅子 神戸小学校校長 1 上田　光徳 美和小学校ＰＴＡ会長 1 山本　賢璋 神戸小学校ＰＴＡ会長

2 〇長谷川　理恵 江山中学校教頭 2 〇安田　政彦 美和小学校校長 2 〇山根　啓嗣 神戸小学校教頭

3 栗本　保夫 神戸地区区長会推薦 3 松本　広幸 美穂地区区長会推薦 3 中村　徹 大和地区区長会推薦

4 坂本　訓子 神戸小学校ＰＴＡ副会長 4 森田　匡隆 美和保育園保護者会会長 4 森下　将伍 美和保育園保護者会

5 有田　京子 美和小学校ＰＴＡ副会長 5 牛尾　早知 神戸小学校ＰＴＡ 5 前田　真琴 美和小学校ＰＴＡ

6 谷口　範仁 江山中学校ＰＴＡ会長 6 山本　敏夫 江山中学校ＰＴＡ 6 石尾　万紀子 江山中学校ＰＴＡ副会長

7 塩見　雅代 美和保育園園長 7 武林　真理 美和小学校教頭 7 太田　信子 美和保育園副園長

8 田村　薫 美和小学校教務主任 8 小谷　直和 神戸小学校教務主任 8 山本　博美 江山中学校校長

9 安木　良 江山中学校教務主任

◎（ ：部会長　　〇：副部会長）

すごい！学校創造部会 教育環境整備部会 江山の宝応援部会

江山地区義務教育学校設立準備委員会委員名簿

委員長：栗本保夫　　副委員長：上田光徳、山本博美

7



8



No 会議名等 場所 内　　　容

1 H30.8.27 (月)
第１回江山地区義務教育学校設
立準備委員会

美和小学校
・役員の選出
・今後のスケジュールについて
・学校施設整備について

2 H30.9.10 (月) 第１回教育環境整備部会
江山人権福祉セン
ター

・今後のスケジュールについて
・めざす子ども像と小中一貫教育ビジョンについて
・学校施設整備について

3 H30.9.11 (火) 第１回すごい学校創造部会 神戸小学校
・今後のスケジュールについて
・めざす子ども像と小中一貫教育ビジョンについて

4 H30.9.11 (火) 第１回江山の宝応援部会 大和地区公民館
・今後のスケジュールについて
・めざす子ども像と小中一貫教育ビジョンについて
・地域住民・保護者への情報提供について

5 H30.9.25 (火)
第２回江山地区義務教育学校設
立準備委員会

美和小学校

・３部会からの報告
・検討スケジュールの変更について
・地域住民・保護者への情報提供について
・めざす子ども像について

6 H30.10.9 (火) 第２回教育環境整備部会
江山人権福祉セン
ター

・学校施設整備について
  長寿命化改修、仮設校舎、増築棟

7 H30.10.11 (木) 第２回すごい学校創造部会 神戸小学校
・めざす教育について
・特色ある教育について
・ブロック制と生活時程について

8 H30.10.16 (火) 第２回江山の宝応援部会 大和地区公民館
・広報誌(情報提供)について
・通学方法について
・進捗報告会について

9 H30.10.22 (月)
第３回江山地区義務教育学校設
立準備委員会

美和小学校

・各部会等からの報告
・学校施設整備について
・広報誌の発行について
・進捗報告会の開催について

10 H30.11.6 (火) 第３回教育環境整備部会
江山人権福祉セン
ター

・学校施設整備について
・校名について
・進捗報告会について

11 H30.11.8 (木) 第３回江山の宝応援部会 大和地区公民館
・広報誌(情報提供)について
・通学方法について
・進捗報告会について

12 H30.11.12 (月) 第３回すごい学校創造部会 神戸小学校
・めざす教育について
・進捗報告会について
・ブロック制と生活時程について

13 H30.11.21 (月)
第４回江山地区義務教育学校設
立準備委員会

美和小学校

・各部会等からの報告
・めざす子ども像と特色ある教育について
・学校施設整備について
・広報誌の発行について
・進捗報告会の開催について

14 H30.12.10 (月)
江山地区義務教育学校設立準備
委員会 進捗報告会
(美穂地区)

美穂地区公民館
＜説明＞・義務教育学校について
＜報告＞・設立準備委員会について
　　　　・各部会の検討内容について

15 H30.12.12 (水)
江山地区義務教育学校設立準備
委員会 進捗報告会
(大和地区)

大和地区公民館
＜説明＞・義務教育学校について
＜報告＞・設立準備委員会について
　　　　・各部会の検討内容について

「江山地区義務教育学校設立準備委員会」活動状況

月　　日

別紙

9



No 会議名等 場所 内　　　容月　　日

16 H30.12.13 (月)
江山地区義務教育学校設立準備
委員会 進捗報告会
(神戸地区)

神戸地区公民館
＜説明＞・義務教育学校について
＜報告＞・設立準備委員会について
　　　　・各部会の検討内容について

17 H30.12.17 (月) 第４回すごい学校創造部会 神戸小学校
・ブロック制について
・３校の交流について
・小中一貫教育ビジョンについて

18 H30.12.17 (月) 第４回教育環境整備部会
江山人権福祉セン
ター

・校名募集について
・校名の選定方法について

19 H30.12.18 (火) 第４回江山の宝応援部会 大和地区公民館
・広報誌(情報提供)について
・通学方法について
・制服について

20 H31.1.16 (水)
第５回江山地区義務教育学校設
立準備委員会

美和小学校

・各部会等からの報告
・ブロック制について
・校名募集について
・広報誌の発行について

21 H31.1.25 (金) 先進地視察
三重県津市立みさと
の丘学園

・授業参観・施設見学
・取組説明・質疑
　※推進委員５名、事務局２名　参加

22 H31.1.25 (木)
浜村の地区の教育のあり方を考
える会

気高町総合支所

・気高町内の児童生徒数推移について
・「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手
引」について

23 H31.2.4 (月) 江山地区小中教職員合同研修会 美和小学校
講演「小中一貫教育の意義と新しい学校づくりに期待するこ
と」

24 H31.2.6 (水) 先進地視察
京都府亀岡市立亀岡
川東学園

・授業参観・施設見学
・取組説明・質疑

25 H31.2.6 (水) 第５回すごい学校創造部会 神戸小学校 ・小中一貫教育ビジョンについて

26 H31.2.12 (火) 第５回江山の宝応援部会 大和地区公民館

・広報誌(情報提供)について
・通学方法について
・制服について
・学校応援組織について

27 H31.3.12 (火)
【予定】江山地区義務教育学校
設立準備委員会（第５回教育環
境整備部会）

江山人権福祉セン
ター

・校名案の選定について
・校名案の最終選考の方法について

28 H31.3.18 (月)
【予定】第６回江山地区義務教
育学校設立準備委員会

美和小学校
・小中一貫教育ビジョンについて
・校名案の選定について
・制服検討組織について
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千代川以西エリアの学校のあり方について 

＜地域住民の意向の把握について＞ 

１ 意見把握のためのアンケートの取組例  

  （１）長野県塩尻市  ※参考資料 ① ② 
児童・生徒数増加の対応策としての一部地域の校区変更について、住民の意向を把
握するために実施されたアンケート 

  （２）鳥取市       ※参考資料 ③ 
    通学距離の短縮による「安全な通学の確保」を図るため、住民からの要望もあった国
府町あおば地区の校区変更について、住民の意向を確認することを目的に実施された
アンケート 

２ 意見把握方法（案） 

議事１ 
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大正15、世紀7

城北10、世紀15

城北28、大正10

城北5、世紀14

城北0、世紀27

城北6、世紀14

城北55

0

0

0

0

城北11

43平成30年11月1日現在

議事２
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は、自治会アンケート実施地域

赤字の数は、小学校の児童数を示す



本市の中長期的な校区のあり方について 

１ 先進的に取り組んでいる自治体の取組概要    

 （１）秋田市教育委員会    ※参考資料   

   ① 想定年  ２０４０年 

   ② 学校配置の構想 

     ・秋田市総合計画の７つの地域ブロックごとに学校数を想定 

     ・基本的に現在の学校の統合により学校数を想定 

   ③適正規模・適正配置 

・小中学校とも１２学級から１８学級

     ・通学距離や時間・地域ブロックの特性も考慮

（２）栃木市教育委員会    ※参考資料   

   ① 想定年  ２０４０年 

   ② 学校配置の構想 

     ・栃木市地域づくり推進条例による８つの地域（総合支所等）の所管 

区域ごとに学校数を想定 

   ③適正規模・適正配置 

・小学校「１２学級～１８学級」、中学校「９学級～１８学級」

     ・通学距離や時間・地域ブロックの特性も考慮

２ 検討事項 

  （１）適正配置の基本的な考え方 

  （２）答申案の概要 

議事２ 
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